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文化庁提言

一
昨
年
か
ら
、
毎
年
―
一
月
、
文
化
庁
長
官

の
招
き
で
、
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
海
外
の
著
名
な
芸
術
家
、
文
化

人
が
関
西
に
集
ま
り
、
我
が
国
を
代
表
す
る
芸

術
家
、
文
化
人
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
且
界
各
地
か
ら
訪
れ
た
そ

の
顔
ぶ
れ
を
一
部
紹
介
す
る
と
、
西
ア
ジ
ア
か

ら
は
、
戦
火
や
、
文
化
財
等
の
略
奪
の
被
害
の

記
憶
も
生
々
し
い
イ
ラ
ク
の
考
古
・
遺
産
庁
長

官
、
イ
ラ
ン
の
法
哲
学
者
等
、
南
ア
ジ
ア
か
ら
、

イ
ン
ド
の
国
立
近
代
美
術
誼
長
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
国
立
芸
術
大
学
長
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
、
マ

レ
ー
—
シ
ア
の
現
代
美
術
館
長
等
、
そ
し
て
お
憐

り
の
韓
国
か
ら
、
比
較
文
学
の
大
家
、
涼
劇
界

む
寺
院
の
書
院
、
近
他
城
郭
庭
園
内
の
茶
屋
、

フ
ラ
ン
ス
，
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
で
建
て
ら
れ
た

明
治
の
洋
館
、
び
わ
湖
畔
の
音
楽
ホ
ー
ル
、
世

界
的
に
活
躍
す
る
日
本
人
建
築
家
の
手
に
な
る

現
代
美
術
館
な
ど
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
我

が
国
の
、
海
外
と
の
交
流
を
通
じ
た
文
化
の
発

展
の
諸
相
を
映
し
た
会
場
で
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
と
し
て
関
西
を
選
ん
だ
の

は
、
世
界
各
地
か
ら
訪
れ
る
芸
術
家
、
文
化
人

に
、
早
く
か
ら
大
陸
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
蓄
積

さ
れ
た
伝
統
の
厚
み
を
も
つ
関
西
の
文
化
に
浸

る
機
会
を
提
供
し
て
、
首
都
東
京
の
経
済
大
国

の
顔
と
は
別
の
我
が
国
の
た
た
ず
ま
い
を
知
っ

て
も
ら
い
、
影
響
力
あ
る
彼
ら
の
今
後
の
言
論
，

表
現
活
励
を
媒
介
に
、
工
業
製
品
を
通
じ
て
伝

わ
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
別
の
日
本
像
が
、
海
外
の

多
く
の
人
々
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ

と
で
す
。国

際
文
化
交
流
の

目
的
と
推
進
方
策

こ
の
「
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
文
化

庁
が
、
国
際
文
化
交
流
の
分
野
で
従
来
以
上
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
の
具
体
的
推
進
方

策
の
主
柱
を
な
す
も
の
で
す
。
平
成
一
三
年
の

国
際
文
化
フ
オ
ー
ラ
ム

今国
際
文
化
フ
オ
ー

[
 

の
重
鎮
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
ト
の
第
一
人
者
、

人
気
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
漫

画
家
等
の
、
新
旧
の
文
化
芸
術
を
代
表
す
る

人
々
、
大
洋
州
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

際
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
芸
術
監
督
、
米
国
か

ら
、
ジ
ャ
ズ
界
の
大
御
所
、
電
子
音
楽
作
曲
家
、

名
門
大
規
模
美
術
館
の
館
長
等
、
南
米
か
ら
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
現
代
音
楽
作
曲
家
、
北
ア
フ

リ
カ
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
の
哲
学
者
、
欧
州
か
ら
，

各
国
を
代
表
す
る
名
門
博
物
餡
・
美
術
館
や
、

完
成
前
か
ら
晨
ホ
事
業
を
間
始
し
て
い
る
最
新

の
現
代
美
術
館
な
ど
の
館
長
た
ち
、
ド
イ
ツ
の

仏
教
美
術
専
門
家
、
フ
ラ
シ
ス
の
思
想
家
、
英

国
の
中
国
古
代
美
術
研
究
の
荒
威
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
研
究
の
大
家
な
ど
で
す
。
｝

ほ
ぼ
懺
界
全
域
か
ら
、
し
か
も
、
文
化
芸
術
の

あ
ら
⑮
る
分
野
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る

中
央
省
庁
再
編
時
に
、
国
際
文
化
交
流
の
分
野

に
お
け
る
文
化
庁
の
役
割
に
つ
い
て
、
中
央
省

庁
等
改
革
基
本
法
は
、
「
国
際
文
化
交
流
に
つ
い

て
は
、
外
務
省
と
の
連
携
を
更
に
緊
密
化
し
、

文
化
庁
が
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
（
第

二
六
条
第
八
項
）
」
と
定
め
ま
し
た
。
文
化
庁

は
、
．
こ
の
新
た
な
重
要
な
役
割
を
適
切
に
担
う

べ
く
、
平
山
郁
夫
東
京
芸
術
大
学
長
を
座
長
と

し
た
有
織
者
で
構
成
さ
れ
る
「
国
際
文
化
交
流

懇
談
会
」
を
設
け
て
、
国
際
文
化
交
流
を
総
合

的
、
計
回
的
に
進
め
る
指
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
平
成
一
五
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
同

懇
談
会
の
報
告
書
「
今
後
の
国
際
文
化
交
流
の

推
進
に
つ
い
て
」
で
す
。

同
報
告
警
は
、
国
際
文
化
交
流
の
目
的
と
し

て、：
文
化
の
相
互
理
解
に
よ
る
国
際
平
和
、
自
由

な
椙
界
の
実
現

。
日
本
へ
の
親
し
み
、
国
際
社
会
で
の
存
在
感

の
増
進

，
国
内
の
文
化
芸
術
の
発
展

を
掲
げ
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
推
進
方
策
と
し
て
、
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
等
に
よ
る
総
合
的
な
発
信
機
能
の
強
化

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
は
こ
の
方
針
に
従

化
交
流

ム
の
開
催
を
通
じ
て

今
後
の
国
際
文
化
交
流
の

課
題

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
、
近
年
、
世
界
的
に
そ
の
重
要
性
へ

の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
る
「
文
化
の
多
様
性
」

と
い
う
概
念
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
、
比
較
文

化
綸
、
美
術
、
音
楽
、
歴
史
、
映
像
芸
術
、
演

測
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
等

各
々
の
分
野
の
視
点
か
ら
、
ニ
―
靴
紀
の
社
会

に
お
い
て
文
化
芸
術
が
担
う
べ
き
役
割
や
、
文

化
に
関
す
る
対
話
が
政
治
的
対
立
の
緩
和
や
紛

争
の
解
決
を
も
た
ら
す
糸
口
と
な
る
可
能
性
等

に
つ
い
て
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
と
と
も
に
論

じ
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、
詰
め
か
け

た
多
く
の
人
々
に
傍
聴
さ
れ
、
さ
ら
に
、
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
の
メ
テ
ィ
ア
で
も
大
き
く
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

舞
台
と
な
る
の
は
、
古
代
官
寺
の
本
岩
夫
華

麗
な
障
壁
画
に
囲
ま
れ
、
中
庭
の
能
舞
台
を
望

っ
て
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
功
と
、
年
を
追
う

ご
と
の
内
容
の
一
層
の
充
実
に
努
力
を
傾
注
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

文
化
芸
術
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
内
外

の
人
々
が
集
ま
る
だ
け
に
、
国
際
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
討
議
の
中
で
、
国
際
文
化
交
流
に
と

っ
て
の
最
も
現
代
的
な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す

る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
に
続
く
寄
稿

の
中
で
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
海
外

か
ら
の
講
演
者
や
各
座
談
会
の
座
長
等
が
国
際

文
化
交
流
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
文
化
発
信
に
は
、
相
手
側
の
受
け
止
め

方
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
細
心
の
注
意
と
説
明

の
た
め
の
不
断
の
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
海

外
の
人
々
に
、
利
害
得
失
の
計
算
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
「
情
」
や
「
心
」
の
領
域
で
、
日
本
の

こ
と
を
知
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
今
後
と
も
自
閉
し
、
ま
た
、
外
部
の
意

見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長官官房国際課
国際文化交流室長

石原秀樹
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国際文化フォーラムでの講演

ア
フ
リ
カ
原
住
民
の
改
宗
に
失
敗
し
た
宣
教
師
の

話
が
あ
る
。
「
私
た
ち
は
み
な
罪
び
と
で
す
。
私
た
ち

す
べ
て
は
信
仰
に
帰
依
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

布
教
し
た
か
ら
だ
。
マ
レ
ー
語
の
カ
ミ
と
キ
タ
の
よ
う

に
、
第
一
人
称
複
数
に
は
二
つ
の
型
が
あ
る
。
一
っ

は
話
し
手
と
聞
く
入
を
含
む
「
包
含
語
法
」
の
「
私

た
ち
一
で
あ
り
、
も
う
一
っ
は
聞
き
手
を
含
ま
な
い

「
排
除
語
法
」
と
し
て
の
「
私
た
ち
」
で
あ
る
。

宣
教
師
が
そ
の
部
族
語
で
語
っ
た
「
私
た
ち
」
は
、

包
含
語
法
で
は
な
く
、
排
除
語
法
の
第
一
人
称
複
数

で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
話
を
聞
い
た
原
住
民
た
ち
は
、

宣
教
師
と
そ
の
家
族
、
ま
た
は
日
人
た
ち
を
み
な
罪

び
と
だ
と
思
い
、
自
分
た
ち
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な

い
こ
と
だ
、
と
誤
解
し
た
。

文
化
交
流
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
目
標
が
相
手
に
と
っ
て
包
含
語
法

か
、
排
除
語
法
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く
違
っ
て
く
る

点
だ
。
特
に
国
の
文
化
交
流
の
政
策
に
は
、
国
家
．
1

メ
ー
ジ
を
高
め
る
と
か
、
通
商
の
広
報
と
い
っ
た
一

方
的
排
除
語
の
「
私
た
ち
」
の
語
り
物
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
。

世
の
中
に
は
、
一

0

0
％
純
粋
な
文
化
交
流
と
い

う
の
は
あ
り
え
な
い
。
大
き
く
見
れ
ば
、
自
国
の
イ
ン

タ
レ
ス
ト
と
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
イ
ン
タ
レ

ス
ト
そ
の
も
の
の
語
源
が
、
「
あ
い
だ

J

(inter)

に

「
あ
る
も
の
」

(est)

と
い
う
意
味
だ
。
文
化
交
流
と

は
言
語
の
よ
う
に
、
話
し
手
と
閏
き
手
の
間
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
話
し
手
だ
け
の
「
私
た
ち
」
は
、

宣
教
師
の
話
と
同
じ
く
、
失
敗
に
終
わ
る
。

同
じ
歌
舞
伎
に
お
い
て
も
、
文
化
交
流
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
は
『
忠
臣
蔵
』
よ
り
は
『
俊
寛
』
の
ほ

う
が
、
包
含
語
法
に
近
い
。
『
忠
臣
蔵
』
の
武
士
道
、

怨
念
と
復
瞥
、
腹
切
り
な
ど
は
、
排
除
語
法
で
、
好

奇
心
と
珍
し
さ
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
は
あ
る

が
、
深
い
共
感
を
分
け
合
う
こ
と
は
難
し
い
。
近
代

的
な
観
点
で
は
、
集
団
主
義
、
反
フ
ニ
ミ
ニ
ズ
ム
の

お
そ
れ
が
あ
る
。

『
俊
寛
』
は
、
個
人
の
実
存
が
生
み
出
す
内
酉
的
ド

ラ
マ
で
、
お
そ
ら
く
世
界
の
ど
こ
で
も
時
代
と
空
間

を
越
え
た
感
動
を
与
え
る
に
違
い
な
い
。
と
同
時
に
、

さ
れ
る
よ
う
に
、
自
国
の
文
化
を
自
分
自
身
の
手
で
、

異
国
惰
緒
を
誘
う
観
光
物
に
歪
曲
す
る
こ
と
が
頻
簗

に
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

文
化
相
対
主
義
も
、
文
化
普
遍
主
義
も
、
文
化
交

流
の
而
で
は
き
れ
い
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
普

還
性
と
特
殊
性
を
い
か
に
乗
り
越
え
、
語
り
手
と
受

け
手
が
一
緒
に
楽
し
み
共
感
し
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
る
か
が
大
事
だ
。

伝
統
物
で
あ
れ
、
現
代
物
で
あ
れ
、
ポ
ケ
モ
ン
と

か
「
冬
ソ
ナ
」
の
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
、
文
化
交
流
に
お

い
て
も
自
然
発
生
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
の
が
、
望
ま
し
い
こ
と
だ
。
だ
か
ら
国
は
、
た
だ

舞
台
だ
け
を
設
け
る
の
が
い
い
。
な
る
べ
く
政
治
、
経

済
の
伏
線
を
設
置
し
な
い
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
国
利

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
舞
台
に
上
る
と
き
に

も
、
黒
子
姿
が
い
い
。
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
な

る
べ
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
だ
。
聰
国

の
サ
ム
ル
ノ
リ
が
、
世
界
的
に
訴
求
力
を
も
っ
て
文

化
交
流
の
数
多
い
業
績
を
生
ん
で
き
た
の
は
、
言
葉

と
か
メ
ロ
デ
ィ
ー
よ
り
は
、
リ
ズ
ム
を
基
に
し
た
打
楽

器
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

文
化
の
力
は
、
官
僚
主
義
か
ら
は
生
ま
れ
て
こ
な

い
。
文
化
を
発
信
・
受
信
す
る
集
団
は
、
フ
ァ
ン
・

ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
、
個
人
個
人
が
集
ま
っ
た
自
已
組

織
化
（
オ
ー
ト
・
ポ
エ
シ
ス
）
に
限
る
。

単
純
な
例
を
挙
げ
た
が
、
ど
こ
で
な
に
を
し
て
も
、

す
べ
て
の
文
化
交
流
の
政
策
と
実
践
の
鍵
は
、
第
一

人
称
の
複
数
を
い
か
に
排
除
語
法
か
ら
包
含
語
法
に
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有識者提言

パンソリ

日
本
で
し
か
見
ら
れ
な
い
剖
的
様
式
と
か
日
常
生
活

の
情
報
も
与
え
て
く
れ
る
。

ま
っ
た
く
こ
れ
と
同
一
な
こ
と
が
、
韓
国
の
文
化

交
流
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。
朝
鮮
朝
時
代
の
有
名
な

伝
統
劇
パ
ン
ソ
リ
『
春
香
伝
』
を
欧
米
で
公
演
す
る

と
、
意
外
な
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
場
合

が
多
い
。
「
十
杖
歌
」
は
、
刑
吏
が
数
を
唱
え
て
コ
ン

ジ
ャ
ン
（
棉
杖
）
を
打
ち
、
チ
ュ
ン
ヒ
ャ
ン
（
春
香
）

は
そ
の
数
に
な
ぞ
っ
て
歌
を
う
た
う
と
い
う
、
も
っ
と

も
人
気
の
あ
る
場
面
だ
。
と
こ
ろ
が
、
欧
米
の
観
客

に
は
、
女
を
板
の
上
に
縛
っ
て
、
苛
酷
行
為
を
す
る

サ
デ
‘4

ス
ト
の
括
問
シ
ー
，
ン
と
し
て
、
映
る
だ
け
だ
。

女
を
焼
き
殺
す
魔
女
狩
よ
り
も
笞
罰
の
ほ
う
が
、
も

っ
と
残
忍
に
見
え
る
の
だ
。

女
の
操
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
だ
が
、
婚
前
の
娘
の

恋
仲
を
母
親
が
公
然
と
手
伝
っ
て
い
る
ラ
テ
・
シ
ー
・

ン
も
、
道
徳
的
衝
撃
を
与
え
る

C

キ
ー
七
ン
文
化
の

特
異
性
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
。

も
ち
ろ
ん
受
け
手
中
心
の
定
化
交
流
も
、
交
流
と

は
い
え
な
い
c

西
洋
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
非
難

換
え
る
の
か
に
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
様
式
と
し
て

は
、
い
ま
試
験
段
階
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
ぶ
文
楽
」

と
韓
国
の
「
パ
ン
ソ
リ
」
を
一
緒
に
組
む
ク
ロ
ス
，

オ
ー
バ
ー
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
る
。

F
u
s
i
o
n

を
future
vision
と
解
い
て
い
る
未
来
学
者
も
あ
る
か

ら
、
た
だ
の
夢
事
と
は
い
え
な
い
。
映
画
も

T
-
>
ド

ラ
マ
も
、
日
韓
合
作
は
ど
う
か
。
い
や
す
で
に
韓
国

で
は
、
日
本
の
ア
ニ
メ
を
映
画
に
作
っ
た
も
の
が
現

れ
て
い
る
。

今
年
は
「
韓
日
友
情
の
年
」
だ
。
だ
が
ワ
ー
ル
ド
，

カ
ソ
プ
共
僅
の
と
き
と
同
じ
く
、
「
韓
日
」
か
「
日
韓
」

か
で
、
両
国
の
表
記
は
異
な
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア

の
「
私
た
ち
」
は
、
謙
譲
の
文
化
を
一

0
0
0
年
以

上
分
け
合
っ
て
き
た
。
韓
国
で
は
「
日
韓
」
と
い
い
、

日
本
で
は
「
韓
日
」
と
い
う
の
が
、
本
当
の
友
惰
の

年
で
は
な
い
の
か
。

梨花女子大学校
文理大学碩座教授

李御寧
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常
識
と
さ
れ
る
考
え
方
が
あ
っ
た
。

日
本
文
化
に
は
、
も
と
も
と
発
信
槻
能
な
ど
な
い
、

あ
っ
た
と
し
て
も
微
弱
な
も
の
だ
。
し
か
し
受
信
機
能

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
文
化
に
は
條
然
た
る

歴
史
と
伝
統
が
あ
る
、
と
。

こ
の
常
識
に
、
私
は
半
ば
賛
成
す
る
。
い
や
、
同

意
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
こ
そ
我
々
の
歴
史
と
伝

統
が
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
か
ら
だ
。

と
は
い
え
む
ろ
ん
今
日
の
我
々
は
、
こ
の
常
識
の

前
に
た
だ
腕
を
こ
ま
ね
い
て
膝
を
屈
し
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
日
本
文
化
を
、
何
と

し
て
で
も
低
界
に
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
時
代
の
中
に
投
げ
だ
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
新
た
な
戦
略
を
立
て
、
現
実

的
な
戦
術
を
練
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に

き
て
い
る
か
ら
だ
。

今
日
、
洞
の
か
な
た
か
ら
い
つ
で
も
き
こ
え
て
く
る

の
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
合
唱
で
あ
る
。
二
四
欧

発
信
の
普
遍
主
義
の
声
、
声
で
あ
る
。
そ
の
合
唱
と

声
に
抗
し
て
、
我
々
の
発
信
機
能
を
ど
の
よ
う
に
再

昨
年
の
文
化
庁
主
催
第
二
回
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
文
化
の
多
様
性
」
の
一
環
と
し
て
座
談
会
「
音

楽
に
お
け
る
二
つ
の
維
新
」
の
座
長
を
つ
と
め
た
私

に
と
っ
て
、
お
二
人
の
外
国
人
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
異
口

同
音
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
に
は
、
い
さ
さ
か
戸
惑
い

を
感
じ
な
が
ら
も
、
反
而
、
同
感
の
思
い
も
ま
た
禁

じ
得
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
こ
と
音
楽
に
つ
い
て
は
国
際
交
流
は
い

つ
も
え
て
し
て
一
方
通
行
的
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
だ

っ
た
。
歴
史
的
に
見
て
も
中
国
の
宮
廷
音
楽
、
大
陸

か
ら
の
仏
教
音
楽
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
移
入
後
の

変
容
は
あ
る
も
の
の
、
一
方
的
な
移
入
、
消
化
で
あ

っ
た
し
、
明
治
維
新
後
の
西
洋
音
楽
の
導
入
に
つ
い

て
も
同
様
の
経
緯
に
始
ま
り
、
今
な
お
そ
の
傾
向
は

続
い
て
い
る
と
も
語
れ
る
の
だ
。

―
―
一
世
紀
の
初
頭
の
現
時
点
で
も
、
音
楽
文
化
の

国
際
交
流
の
動
向
は
圧
倒
的
に
入
超
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。
現
今
、
い
わ
ゆ
る
洋
楽
の
世
界
で
、
演
奏

新国立刹場運営財団

副理事長

海老澤敏

構
築
し
た
ら
よ
い
の
か
。
外
来
の
普
逼
主
義
と
い
う

尺
度
に
対
し
て
、
我
々
自
身
の
黄
金
の
尺
度
を
ど
の

よ
う
に
持
ち
出
す
の
か
。
そ
れ
に
さ
し
あ
た
り
三
つ
ぐ

ら
い
の
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
る

C

一
、
情
理
か
ね
そ
な
え
る
認
知
的
ス
タ
ン
ス

二
、
文
武
両
道
に
わ
た
る
伝
統
モ
デ
ル

三
、
神
仏
共
生
シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
多
元
主
義

で
あ
る
。

第
一
の
「
惰
理
か
ね
そ
な
え
る
」
と
は
、
理
性
に

人
情
の
血
を
か
よ
わ
せ
る
と
い
う
認
知
の
戦
略
で
あ

る
。
理
性
の
デ
イ
ベ
ー
ト
や
理
屈
に
終
始
す
る
バ
ト

ル
は
、
せ
い
ぜ
い
相
手
の
頭
か
胸
の
あ
た
り
に
し
か
と

ど
か
な
い
。
「
理
」
を
相
手
の
腹
の
底
に
打
ち
込
む
た

め
に
は
、
浸
透
力
の
あ
る
「
惰
」
の
作
用
を
は
た
ら

か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日

f

そ
の
惰
理
が
噛
み

合
わ
な
い
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
議
が
あ

ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
「
文
武
両
道
に
わ
た
る
伝
統
モ
デ
ル
」
と

は
何
か
。
我
が
国
に
は
古
来
、
公
家
的
な
も
の
に
よ

っ
て
武
家
的
な
も
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
非
暴
力

家
、
と
り
わ
け
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
の
海
外
で
の
活

躍
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
否
定
し

え
な
い
一
方
、
我
が
国
の
伝
統
音
楽
や
伝
統
芸
能
が

し
だ
い
に
国
外
に
紹
介
さ
れ
、
関
心
や
注
目
を
集
め

つ
つ
あ
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
そ
う
し
た
国
際
間
交
流
の
努
力
も
、
多
く

は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
個
人
的
な
努
力
や
民
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら
れ
て
の
も
の
で
あ
る
点
も
強

調
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
実
な
の
だ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

よ
う
な
音
楽
団
体
や
組
織
で
さ
え
同
断
で
、
文
化
庁

や
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
か
ら
の
助
成
金
と
い
っ
た

サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
企
業
や
そ
の
財
団

か
ら
の
支
援
を
仰
ぐ
に
し
て
も
、
自
腹
を
切
っ
て
の

渡
航
費
調
達
が
常
識
で
あ
ろ
う
。
海
外
演
奏
旅
行
が

外
国
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ギ
ャ
ラ
や
顎
足
つ
き
の
招
へ

い
、
つ
ま
り
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
な
ど
、
今
で

も
夢
物
語
に
近
い
の
が
現
実
な
の
で
あ
る
。

作
曲
家
の
創
作
活
動
も
ま
た
し
か
り
で
あ
ろ
う
。
私

的
な
技
術
の
伝
統
が
農
富
に
あ
っ
た
。
．
身
に
寸
鉄
を

帯
び
ず
し
て
武
力
の
発
動
を
鎮
め
る
装
置
で
あ
る
。
平

安
時
代
三
五

0
年
、
江
戸
時
代
二
五

0
年
の
、
長
期

に
わ
た
る
「
乎
和
（
パ
ク
ス
）
」
は
、
そ
の
巧
み
な
技

術
（
人
心
掌
握
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ

た
こ
と
を
思
い
お
こ
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
三
の
「
神
仏
共
生
シ
ス
テ
ム
に
も
と
づ
く
多
元

主
義
」
。
我
が
固
に
お
い
て
は
土
着
の
神
道
と
外
来
文

化
と
し
て
の
仏
教
が
、
い
わ
ば
共
棲
す
る
形
で
み
ご

と
な
同
伴
関
係
を
結
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ

が
文
明
や
文
化
を
受
容
す
る
と
き
の
基
本
パ
タ
ー
ン

と
な
っ
て
、
我
々
の
社
＇
去
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
き
た
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
一
神
教
に
も
と
づ

＜
―
-
冗
的
な
合
理
信
仰
や
一
面
的
な
市
場
信
仰
を
相

対
化
す
る
た
め
の
絶
好
の
思
想
武
器
で
は
な
い
か
。
こ

れ
を
こ
れ
か
ら
は
世
界
に
む
か
っ
て
積
極
的
に
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

昨
秋
、
東
大
寺
で
行
わ
れ
た
文
化
庁
主
催
の
国
際

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
た
め

の
と
て
も
よ
い
檬
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

は
座
談
会
で
、

P

ま
だ
お
よ
そ
一

0
年
ほ
ど
前
の
一
っ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
は
さ
る
高
名
な

ド
イ
ツ
の
指
揮
者
さ
え
、
日
本
の
作
曲
界
に
は
ほ
と

ん
ど
通
じ
て
お
ら
ず
、
武
満
徹
の
名
し
か
知
ら
な
い

の
で
あ
っ
た
。
私
は
他
の
実
力
あ
る
日
本
人
作
曲
家

を
紹
介
申
し
上
げ
た
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
私
に
は
、

優
れ
た
日
本
人
作
曲
家
た
ち
も
、
意
欲
的
に
海
外
の

楽
壇
に
対
し
積
極
的
な
自
己
紹
介
、
あ
る
い
は
自
己

宣
伝
の
努
力
を
つ
く
し
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
日
本

的
な
美
徳
(
?
)
の
中
に
安
住
し
て
い
る
か
の
事
例

に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る

今
、
民
間
の
国
際
文
化
交
流
活
動
も
、
音
楽
の
世
界

で
ま
す
ま
す
盛
ん
に
試
み
ら
れ
て
い
る
の
を
知
る
に
つ

け
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
音
楽
家
諸
氏
も
、
日

本
の
多
様
な
音
楽
文
化
を
、
個
性
的
な
活
動
を
と
お

し
て
、
国
際
的
な
規
模
で
広
め
て
い
く
努
力
を
傾
け

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

国際日本文化研究センター

所長

山折哲雄
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（事例紹介l
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文
化
庁
主
催
の
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
昨
年
に

引
き
続
き
「
文
化
の
多
様
性
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
関
酉
元
気
文

化
圏
」
の
中
心
事
業
と
し
て
、
内
外
の
著
名
な
文
化

人
・
芸
術
家
が
世
界
の
文
化
の
最
新
情
報
や
文
化
を

と
り
ま
く
課
題
に
関
す
る
知
見
を
、
講
渉
・
討
論
を

通
じ
て
交
換
す
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日
本

の
文
化
発
信
の
「
顔
」
と
な
る
悩
し
と
し
て
開
僅
す

る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
八
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

参
加
行
事
が
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
関
西
が

誇
る
歴
史
的
建
造
物
や
現
代
建
築
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
刺
激
に
富
ん
だ
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

―
一
月
七
日
に
は
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
国
立
京
都
国
際
会
館
に
お
い
て
開
会
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
泉
文
邪
科
学
大
臣
政
務
官
は
主
催
者
代
表
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
日
本
が
多
様
な
外
国
文
化
を
受
容
し

つ
つ
、
独
自
の
文
化
様
式
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
を

例
に
あ
げ
、
国
際
文
化
交
流
を
通
じ
て
国
際
貢
献
を

行
う
こ
と
を
強
詞
し
た
ほ
か
、
海
外
か
ら
の
パ
ネ
リ
ス

主催行事名

対談「映画と映画祭～これまでとこれから」 H16.10.26, オリベホール（東京）

山田洋次（映画監督） ／イ・チャンドン（韓国：映画監督、前文化観光部長官）

司会：寺脇研（文化庁文化部長）

討論「文化の多様性」 H16.11.7, 国立京都国捺会館

記念請演：ジャソク。アタリ（仏：作家） ／イ。オリョン（韓国：梨花女子大学校文理大学碩座教授）

鼎談；河合隼雄（文化庁長官） ／山崎正和（劇作家・東亜大学長） ／津田和明（日本芸術文化振興

会理事長）

座談会［「シルクロードと仏教文化」 H16.11.8,東大寺

平山郁夫（東京芸術大学長） ／山折哲雄（国際日本文化研究センター所長） ／ムニー）レ・ブシュナ

キ（アルジェリア：ユネスコ文化担当車務局長補） ／アプドゥル・アス＇ィース・ハミード（イラク

共和国 考古・遠産庁長官）．／ハサン・ハナーフィー（エジプト：カイロ大学文学部哲学科教

授） ／モスタファ・モハッケグダーマード（イラン：シャヒード・ベヘシュティ・一••大学教授） ／森

孝ー（同志社大学神学部長） ／ジェシカ・ローソン（英：オックスフォード大学マートン・コレッ

ジ学長） ／田辺勝美（中央大学総合政策学部教授） ．、一•-

座談会1I 「音楽における二つの維新」 H16.11.12,滋賀眼立芸術劇場びわ湖ホー）,,

座談会：海老澤敏（（財）新国立測場運営財団副理事長） ／オットー・ビーバ（オーストリア：ウィ

ーン楽友協会資料館長） ／小島美子（国立歴史民俗博物館名誉教授） ／ヨーセフ・クライナー（ト

ィッ：ホン大学日本文化研究所所長） ／渡辺裕（東京大学大学院人文社会系研究科教授）デモンス

トレーション：林美智子（オペラ歌手） ／国本武春（浪曲家、シンガーソンクライター）

座談会皿「日韓学生サミットin大阪IHl6.11.14, 国立国際美術館（大阪）

平田オリザ（謝作家） ／大平光代（大阪市助役） 他 日韓の高校生・大学生13名

※詳細は 1月号に掲戟

座談会1V「日韓若手芸術家 c 文化人会合」 I→16.11.15, NHi<大阪放送局

宮台真司（東京都立大学助教授） ／キム・ヒュション（韓国：秋渓芸術大学校文化産業大学院長） 他

※詳細は 1月号に掲載

対談「日韓文化交流の未来」 H161i 17、メガポックス（ソウル）

河合隼雄（文化庁長官） ／イ・チャンドン（隷国：映画監督） 司会：寺脇研（文化庁文化部長）

座談会V 「文化の多様性への対応ー 21世紀の美術館の課題ー（その 2)～国際化時代における美術

館の在り方～」 H16.11.23, 兵廊県立美術館

高階秀爾（大原美術館長） ／ザイノル，アビディン• B. A ，シャリフ（マレーシア：ギャラリ

ー、ペトロナス館長） ／パオロ，コロンボ（イタリア：国立21世紀美術館長） ／アン・ダノンコー

ト（米：フィラテルフィア美術館長） ／ヴェンツェル，ヤコブ（トイツ連邦共和国美術展示ホール

館長） ／木村重I言（兵應県立美術館長） ／ジェラール・レニエ（仏：国立ピカソ美術館長）

,,.,,...................................念●● ● ●.........念'...●●...........湧..這●●... 
有識者提言

先
ご
ろ
開
僅
さ
れ
た
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

座
談
会
の
席
上
、
「
無
智
の
衝
突
」
と
い
う
こ
と
が
話

題
に
な
っ
た
。
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

言
い
方
に
嬉
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
球
上

の
さ
ま
ざ
ま
の
国
、
多
様
な
人
々
の
あ
い
だ
の
按
触

や
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
、
異
な
っ
た
文
化
に
対
す

る
「
無
智
」
に
も
と
づ
く
摩
擦
や
紛
争
が
多
発
す
る

可
能
性
が
増
大
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
い
や
可
能

性
だ
け
で
は
な
く
、
現
に
異
文
化
へ
の
熊
理
解
に
よ

る
不
幸
な
事
件
が
い
く
つ
も
起
き
て
い
る
。
タ
li
バ
ン

に
よ
る
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
石
仏
破
壊
な
ど
、
そ
の
例
の
一

っ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

文
化
の
違
い
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
。
ご

＜
卑
近
な
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
．
挨
拶
の
仕
方
]
つ
を

考
え
て
み
て
も
そ
う
で
あ
る
。
人
と
邑
会
っ
た
と
き
、

日
本
人
な
ら
ま
ず
お
辞
儀
を
す
る
が
、
西
欧
社
会
で

は
握
手
を
す
る
。
い
ず
れ
も
相
手
に
対
す
る
敬
意
を

表
わ
す
儀
礼
の
形
式
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
け

れ
ば
誤
解
の
も
と
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
ち
ら
は
せ
っ

か
く
丁
寧
に
お
辞
俵
を
し
て
い
る
の
に
、
立
っ
た
ま
ま

い
き
な
り
手
を
差
し
出
し
て
く
る
の
は
失
礼
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
西
洋
人
の
方
に
し
て
み

れ
ば
、
握
手
に
応
じ
な
い
と
い
う
の
は
礼
儀
知
ら
ず

だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
誤
解
を
避
け

る
た
め
に
は
、
お
辞
儀
の
も
つ
意
味
を
説
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
．
挨
拶
の
よ
う
な
ご
く
単
純
な
こ
と
で

さ
え
説
明
が
必
要
だ
と
す
る
な
ら
、
よ
り
高
度
な
、
複

雑
な
内
容
を
も
っ
た
文
化
的
所
産
を
紹
介
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
背
景
や
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
は

ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
。

日
本
人
は
そ
の
長
い
屁
史
に
お
い
て
、
中
国
や
西

洋
の
優
れ
た
文
化
を
取
り
入
れ
る
の
に
卓
越
し
た
能

力
を
発
揮
し
て
き
た
。
だ
が
そ
の
受
容
能
力
の
大
き

さ
に
比
べ
て
、
日
本
の
文
化
を
他
国
に
知
ら
せ
る
と

い
う
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
で
あ

っ
た
と
は
言
え
な
い
。
地
球
化
時
代
の
今
日
、
日
本

の
国
際
的
な
発
信
力
の
強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
近
年
日
本
の
文
化
を
積
躯
的
に
海

外
に
紹
介
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

き
わ
め
て
喜
ば
し
い
。
た
だ
そ
の
場
合
、
歴
史
的
文

化
的
背
景
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
前

提
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
優
れ
た
も
の
な
ら
、
何
も
言
わ

な
く
て
も
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
、
っ
こ
と
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
人
気
は
し
ば
し

ば
単
な
る
物
珍
し
さ
か
異
国
趣
味
の
段
階
に
と
ど
ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
本
質
的
な
こ
と
は
、
や
は

り
言
葉
に
よ
る
説
唄
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
説
明
は
、
相
手
に
よ
く
通
じ
る
か
た

ち
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
説
明
と
言
っ

て
も
、
文
化
が
違
え
ば
発
想
も
諭
理
の
展
開
も
違
う
。

自
分
だ
け
の
論
理
に
よ
ら
ず
、
相
手
に
理
解
し
や
す

い
や
り
方
で
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
こ
と
は
、
他
国
の
文
化
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
文
明
の
衝
突
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
、
多
く
の
場

合
「
無
智
の
衛
突
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
今
日
の
状
況

で
は
、
国
際
的
発
信
に
あ
た
っ
て
も
、
自
已
を
知
り

相
手
も
知
る
と
い
う
複
眼
的
視
点
に
よ
る
戦
略
が
要

請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

大原美術館長

高階秀爾
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座談会 1 「シルクロードと仏教文化」

討論「文化の多様性」

ト
を
代
表
し
て
李
御
寧
（
イ
・
オ
リ
ヨ
ン
）
氏
が
、
日

韓
と
西
洋
の
文
化
や
習
惧
の
違
い
を
例
に
と
り
な
が

ら
、
文
化
の
理
解
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

秋
篠
宮
殿
下
は
、
殿
下
ご
自
身
の
外
国
訪
問
の
経

験
を
元
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
共
通
点
や
相
違
点

の
理
解
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
成
果
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ぎ
し
た
。

討
諭「

文
化
の
多
様
性
」

現
在
の
国
際
情
勢
に
お
い
て
、
「
文
化
の
多
様
性
」

と
い
う
概
念
が
も
つ
意
義
を
、
内
外
の
知
闘
人
が
語

り
、
話
し
合
う
討
論
「
文
化
の
多
様
性
」
が
、
秋
篠

宮
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
灼
隋
饉
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
＿
冗
フ
ラ
ン
ス
大
統

タ
ロ
ー
ド
と
仏
教
文
化
」
と
題
し
た
座
談
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

座
談
会
で
は
、
冒
頭
、
平
山
学
長
が
「
日
本
で
仏

教
文
化
が
形
づ
く
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ン
ル
ク
ロ

！
ド
周
辺
認
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
固
石
＇
、
民
旅
の
恩
恵

を
受
け
た
。
イ
ラ
ク
情
勢
は
混
迷
し
て
い
る
が
、
人

道
、
経
済
支
援
に
プ
ラ
ス
し
て
文
化
面
で
も
復
興
支

援
し
た
い
」
と
挨
拶
。
ブ
シ
ュ
ナ
キ
氏
が
、
「
異
な
る

文
明
の
対
話
は
難
し
く
も
あ
る
が
、
す
べ
て
の
文
明

を
尊
重
す
べ
ぎ
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
介
し
た
文
化
交
流

や
、
イ
ス
ラ
ム
と
西
洋
の
対
話
の
必
要
性
や
、
イ
ラ

ク
の
文
化
的
な
援
助
な
ど
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
課
題
に
つ
い
て
，
活
発
な

領
特
別
顧
問
と
李
御
寧
（
イ
，
オ
リ
ョ
ン
）
元
韓
国

文
化
大
臣
に
よ
る
記
念
請
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア

タ
リ
氏
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
の
多
様

性
」
と
題
し
た
請
演
の
中
で
、
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
ン

ョ
ン
が
進
む
に
つ
れ
、
文
化
は
変
容
へ
の
圧
力
に
さ

ら
さ
れ
る
。
固
有
の
文
化
を
守
る
努
力
も
大
切
だ
が
、

他
文
化
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
さ
も
あ
わ
せ
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
文
化
の
多
様
性
維
持
の
条
件
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
李
御
寧
氏
は
「
虹
の
色
は
何
色
か
？
ー
東

ア
ジ
ア
文
化
の
同
質
性
の
肌
壊
と
多
様
性
を
考
え
る
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
虹
を
七
色
と
数
え
る
以
外

に
、
二
色
や
五
色
、
六
色
で
識
別
す
る
文
化
も
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
、
是
か
葬
か
の
一
―
項
対
立
で
物
事
を

と
ら
え
る
酉
洋
の
思
考
法
で
見
れ
ば
、
多
様
な
文
化

の
存
在
は
、
そ
れ
自
体
が
紛
争
の
火
ダ
ネ
に
な
り
か

ね
な
い
と
指
摘
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
グ
ー
・
チ
ョ

キ
・
パ
ー
の
三
者
が
互
い
に
優
劣
を
分
け
合
う
「
じ

ゃ
ん
け
ん
」
の
意
義
を
強
鯛
。
大
陸
（
中
国
）
、
キ
島

（
韓
国
）
、
島
（
日
本
）
に
な
ぞ
ら
え
て
「
互
い
の
主

張
を
尊
重
し
つ
つ
共
存
し
合
っ
て
き
た
東
ア
ジ
ア
の

柔
軟
な
知
恵
に
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
枠
組
み
）
を

生
む
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
述
べ
ま
し
た

C
}

続
い
て
、
津
田
理
事
長
、
山
崎
学
長
、
河
合
長
官

て
い

に
よ
る
鼎
談
が
あ
り
、
そ
の
中
で
山
崎
氏
が
文
化
と

文
明
の
違
い
を
、
「
文
明
は
人
類
に
普
遍
的
な
も
の
で

―
つ
に
収
東
し
て
い
く
。
一
方
で
、
文
化
は
多
様
さ

を
も
つ
」
と
豊
富
な
具
体
例
を
挙
げ
て
鮮
や
か
に
弁

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に

f

司
会
を
務
め
た
山
折
所
長
が
、
「
我
々
日

本
人
と
し
て
伝
統
的
な
宗
教
の
在
り
方
を
日
本
か
ら

発
信
し
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
敦
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
宗
教
間
の
対
話
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
発
言
し
、
森
本
東
大
寺
別
当
は
「
お
互
い
が
知
り

合
い
、
相
互
補
完
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
今
回
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
遺
産
を
ぎ
っ
か
け
と

し
て
集
ま
っ
た
本
座
談
会
を
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着

点
で
あ
る
東
大
寺
で
実
施
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
有

意
義
で
あ
っ
た
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

明
治
維
新
時
の
洋
楽
の
導
入
と
、
現
在
の
国
際
化

や
情
報
化
維
新
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
植
類
の
音
楽
の

流
入
状
態
と
い
う
、
我
が
国
の
明
治
と
平
成
の
音
楽

状
況
を
対
比
さ
せ
て
、
そ
の
違
い
と
共
通
性
に
つ
い

て
論
じ
る
座
談
会
が
、
秋
篠
宮
妃
殿
下
の
ご
臨
席
を

仰
ぎ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

座
談
会
で
は
、
小
島
名
誉
教
授
は
「
明
治
期
の
日

本
で
は
音
楽
イ
コ
ー
ル
西
洋
音
楽
と
い
う
考
え
方
が

支
配
し
た
た
め
、
当
初
は
伝
統
音
楽
の
存
在
が
無
視

さ
れ
た
が
、
大
正
時
代
か
ら
徐
々
に
伝
統
を
生
か
し

た
日
本
人
独
自
の
表
現
方
法
を
模
索
し
始
め
た
」
と

解
説
。
オ
ッ
ト
ー
館
長
は
「
明
治
期
に
西
洋
は
日
本

の
音
楽
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、
日
本
の
音
楽

が
西
洋
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」
と
疑

座
談
会

E

「
音
楽
に
お
け
る
二
つ
の
維
新
」

別
し
ま
し
た
。
一
方
、
津
田
氏
は
親
代
の
人
々
が
歌

舞
伎
や
文
楽
に
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

国
立
劇
場
や
文
楽
劇
場
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
や
、
川

柳
や
相
棋
が
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
経
て
現
代
に
息
づ

い
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
古
い
伝
統
を
残

し
な
が
ら
新
し
い
智
恵
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
．
伝
統

が
続
い
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
日
本
の
文
化
の
多
様

性
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
発

言
。
河
合
長
官
は
「
医
学
の
進
歩
で
多
く
の
命
が
救

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
人
知
の
限
り
を
尽

く
し
て
も
直
せ
な
い
病
気
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
近

代
化
と
い
う
科
学
万
能
‘
主
義
に
対
す
る
、
人
間
の
生

物
と
し
て
の
精
い
っ
ぱ
い
の
抵
抗
の
表
れ
で
は
な
い

か
」
と
問
題
提
起
。
あ
わ
せ
て
理
想
だ
け
で
は
片
づ

け
ら
れ
ら
な
い
人
間
の
深
淵
な
部
分
へ
の
目
配
り
を

促
し
ま
し
た
。

ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
文
化
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

た
ど
っ
て
イ
ン
ド
、
東
ア
ジ
ア
に
伝
播
す
る
過
程
で
遂

げ
た
変
遷
を
振
り
返
い
、
そ
の
伝
播
の
域
内
で
育
ま

れ
た
ギ
リ
シ
ャ
、
日
本
な
ど
の
多
神
教
文
化
と
ユ
ダ

ャ
、
キ
リ
ス
ト
、
イ
ス
ラ
ム
の
一
神
敦
文
化
の
相
互

関
係
を
綸
じ
る
と
と
も
に
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
の
多
部
族
共
存
の
歴
史
、
日
本
に
お
け
る
神
仏

混
滑
な
ど
の
毒
例
を
採
り
上
げ
て
、
文
化
の
多
様
性

の
中
で
の
人
類
の
共
生
の
在
り
方
を
考
え
る
「
シ
ル

問
を
呈
し
、
渡
辺
教
授
は
「
日
本
は
明
治
期
に
西
洋

音
楽
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
文
化
の
延
長

線
上
で
受
け
入
れ
た
に
過
ぎ
な
い
」
と
主
張
し
ま
し

た
。
ク
ラ
イ
ナ
ー
所
長
は
、
「
文
化
は
地
域
ご
と
に
多

様
で
あ
り
、
お
互
い
影
薯
し
合
い
な
が
ら
変
容
す
る
」

と
し
た
う
え
で
、
沖
縄
の
歌
手
や
リ
ズ
ム
が
、
現
代

の
日
本
の
ポ
ン
プ
ス
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
ひ
も
と
き

ま
し
た
。

座
談
会
は
こ
う
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト
の
見
方
を
軸
に

展
開
し
ま
し
た
が
、
日
本
に
お
け
る
音
楽
の
維
新
が
、

瞬
治
期
と
現
在
の
二
回
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

六
1
七
罷
紀
の
唐
楽
、
高
麗
楽
な
ど
の
流
入
や
一
六

世
紀
に
琉
球
か
ら
伝
わ
っ
た
三
味
線
の
影
響
な
ど
節

目
ご
と
に
起
き
た
と
い
う
見
方
で
は
一
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
座
談
会
に
先
駆
け
て
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
林

美
智
子
さ
ん
の
独
唱
と
、
文
化
庁
文
化
交
流
使
で
浪

曲
師
の
国
本
武
春
氏
の
三
味
線
演
奏
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

座
談
会
＞

「
文
化
の
多
様
性
へ
の
対
応

121
世
紀

の
美
術
館
の
課
題
ー
（
そ
の

2
)
S

国
際
化
時
代
に
お
け
る
美
術
館
の
在

り
方

i
」

国
際
化
が
進
展
す
る
現
代
に
お
い
て
、
美
術
館
と

現
代
美
術
の
活
動
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
従
来
の
枠
を
越
え
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
と
社
会
と
の
関
係
、
国

座
談
会
ー

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
仏
教
文
化
」
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駐□日本文化の総合的な発信機能の強化...........・・・・・....................................●...................
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文化庁 は，平成 15年度から，日本文化の海外への発信力の強化店どを図るため，

各々 の分野で活躍している第一線の文化人，芸術家などを海外へ派這する「文化

交流使事業」を開始しました。平成 16年度の文化交流使は下記のとおりです。
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現地滞在者型

氏名（プロフィール）

高岡美知子（答礼人形研究家）

松本直み（舞台照明家）

ラーシュ・ヴァリエ（詩人）

ローチャン由理子（画家）

| ：舌動国

アメリカ

フィリピン
J 

Iスウェーデン
I 
インド

来日芸術家型
I 氏名

ィシュトヴァーン・コロッシュ

エムパイヤ・ブラス（団体）

フランソワ。ルルー

カール。ライスター

奪門

パイプオルガン

金管五重奏

オーボエ

クラリネット

海外派遣型I 氏名（プロフィール） I 派遣固 i 

国本武春（浪曲師） 1 アメリカ9---三ニ_-］
平野啓一郎（作家） フランス_J 
四方田犬彦（映画評論家）

イスラエル、

セルビア・モンテネグロ

笑福亭鶴笑（落語家） Iイギリス―---―,

井上廣子（造形作家） オーストリア

北村昭斎（漆芸エ） Iドイツ
-..--

杉本洋（日本画家） カナダ

［一—l 橋口譲二（写真家） —-h-1—>

一
-- | ＿- ~- -- ^ -| 

キリシャ，イタリア，

フランス， ドイツ，

ルクセンブルク

宮田まゆみ（笙演奏家）

， o 3 
...............ゅ0 ⑮ ●噛.............................,...............魯．．．........

座談会V「文化の多様性の対応ー21世紀の美術館の課題ー」

―

ー公開フオーラム～日本を世界に伝える～
第2回文化庁文化交流使活動報告会の開催について

文化庁では，今年度文化庁文化交流使として海外で活動していただいた方々による

報告会を下記の通り開催します。（入場無料）

I又-- I 

際
的
な
つ
な
が
り
や
多
様
性
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

各
参
加
者
が
、
各
国
の
事
惰
も
紹
介
し
、
国
際
化
時

代
に
お
け
る
美
術
館
や
現
代
美
術
の
在
り
方
を
探
る

座
談
会
が
開
他
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
ヤ
コ
ブ
錮
長
が
、
「
無
知
の
衝
突
を
回

避
す
る
こ
と
」
を
美
術
舘
の
課
題
の
最
重
要
項
目
に

挙
げ
、
異
文
化
相
互
理
解
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ア
ビ
デ
ィ
ン
館
長
は
、
元
植
民
地
で
経
済
市
場
主

装
が
幅
を
利
か
せ
る
多
民
族
国
家
で
の
美
術
館
運
営

の
難
し
さ
に
言
及
。
コ
ロ
ン
ボ
館
長
は
、
現
在
建
設

が
進
ん
で
い
る
国
立
ニ
―
世
紀
美
術
館
の
完
成
予
想

C
G
を
使
い
解
説
、
「
斬
新
な
設
計
で
血
線
を
生
か
し

た
回
廊
を
歩
く
う
ち
に
（
古
代
ロ
ー
マ
の
遠
跡
が
集

積
す
る
）
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
一
帯
を
散
策
す
る
よ

日時：平成 17年3月31日（木） 14:00-17:00

場所：サントリーホール 小ホール

文化交流使参加予定者：北村昭斎，国本武春 K 小宮孝泰，杉本洋，平野啓一郎，

三谷温宮田まゆみ，四方田犬彦 (50音順敬称路）

プロクラム： O開会挨拶：河合隼雄（文化庁長官）

〇デモンストレーション：国本武春，宮田まゆみ，三谷湿

〇文化交流使による報告・パネルディスカッション

参加の申込方法： FAXまたは往復はがきに住所，氏名，性別，連絡先（電話 1

FAX, E-mail等），職業を記入の上，下記連絡先までお申込くだ

さい。 3月14日（月）締切ですが，申込先鴨順のため 8 定員に

なり次第締め切らせていただきます。

連絡先：文化交流使公開フォーラム事務局

電話： 03-5511-"I514 FAX : 03-5511-1505 

E-mail : bunkakoryu05@ccc-inc.co.jp 

L 
l 〒105-0004 港区新橋2-13-8 新橋東和ビル3F

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
な
ど
の

作
品
で
知
ら
れ
る
山
田
洋
次
監
督
と
前
韓
国
文
化
観

光
部
長
官
で
、
映
画
監
督
の
李
愴
東
（
イ
・
チ
ャ
ン

ド
ン
）
濫
督
が
、
「
映
酉
と
映
画
築
ー
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
、
帷
国
の
映
圃
に
関
し

て
最
近
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
や
映
画
の
作
い
手
は
映

河
合
文
化
庁
長
官
と
前
幅
国
文
化
観
光
紐
長
官
で
、

映
画
監
督
の
李
漏
東
（
イ
，
チ
ャ
ン
ド
ン
）
監
督
が
、
‘

「
日
鶉
文
化
交
流
の
未
来
」
に
つ
い
て
対
談
。

ま
ず
、
互
い
が
互
い
の
土
地
に
渡
る
こ
と
の
璽
要

性
や
、
文
化
を
通
じ
た
癒
し
で
日
韓
両
国
が
よ
り
元

気
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

／
 

に

い

て

化
交
流
事
業
―

長
官
官
房
国
際
課

寸
火
火
ヌ
ni
田「

映
画
と
映
画
祭
I
'
，
こ
れ
ま
で
と
こ
れ

か
ら
」

対
談「

日
韓
文
化
交
流
の
未
来
」

う
な
刺
激
を
体
険
で
き
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ダ
ノ
ン
コ
ー
ト
館
長
は
、
経
済
活
性
化
や
市
街
地

再
開
発
な
ど
、
美
術
館
が
地
域
社
会
に
果
た
す
貢
献

例
を
挙
げ
た
上
で
、
教
育
面
の
大
切
さ
を
強
調
。
欠

席
し
た
レ
ニ
エ
館
長
は
「
現
代
美
術
で
は
破
壊
的
。

衝
撃
的
な
作
品
が
増
え
て
き
た
。
ア
ー
チ
ス
ト
の
作

品
を
一
般
に
橋
渡
し
す
る
役
目
の
美
術
餡
と
し
て
は
、

来
飼
者
の
理
解
を
得
に
く
く
、
両
者
の
板
挟
み
に
苦

し
む
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
、
こ
れ
か
ら
の
美
術
館
運
営
の
難
し
さ
を
示
唆
し

ま
し
た
。

木
村
館
長
は
兵
庫
県
立
美
術
館
の
選
営
方
針
「
文

化
相
対
主
義
」
を
説
明
し
、
最
後
に
、
高
階
舘
長
が

「
幼
い
こ
ろ
の
美
術
館
体
験
は
そ
の
後
の
人
生
を
豊
か

に
す
る
。
子
ど
も
に
そ
ん
な
機
会
を
、
ま
た
人
々
に
多

椋
性
を
理
解
し
合
う
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
美
術
館
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
だ

ろ
う
一
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

画
怒
に
何
を
望
む
か
等
に
つ
い
て
対
談
を
行
い
ま
し

こ
0

シー

李
監
督
か
ら
は
、
「
韓
流
プ
ー
ム
」
は
日
韓
両
国
の

閏
で
文
化
交
流
が
進
む
契
槻
で
あ
る
と
の
期
待
が
表

明
さ
れ
、
山
田
監
督
は
、
自
国
（
日
本
）
の
伝
統
と

文
化
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
韓
国
の
文
化

の
痙
解
が
姻
む
と
梧
り
ま
し
た
。

対談「映画と映画祭ーこれまでとこれから」
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汽
日
警
喜
等

傘
長
官
対
談
命

安
化
人
の
本
音
｝
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

中
川
志
郎
（
財
）
日
本
梱
物
館
協
会

一
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
】

[
吉
烹
例
紹
介
]

甦
る
神
々
の
み
ち
ー
熊
野
古
道
伊
勢
路
ー

普
及
活
用
事
業

庭
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

天
然
記
念
物
の
保
護
が
地
域
を
興
す

會
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
命

文
化
庁
企
画
「
お
雑
煮
一

0
0
選
」

平
成
一
六
年
度
（
第
八
回
）

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
賞
の
決
定

ほ
か

【
施
策
紹
介
】

史
跡
等
の
整
備
ー
保
存
と
活
用
の
た
め
に
1

會
特
集
令

史
跡
等
の
保
存
と
活
用

ー
念
連
載
魯

[
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
S
美
術
館
・
博
物
館
忠
業
レ
ポ
ー
ト
i
]

高
松
市
歴
史
資
料
館

【
芸
術
文
化
の
活
動
風
景
】

胤
の
制
作
風
景

[
そ
う
か
こ
う
す
れ
は
い
い
ん
だ
！
．
著
作
権
敦
育
実
践
事
例
]

著
作
権
を
大
切
に
す
る
社
会
を
目
指
し
て

交
化
交
流
使
の
活
動
報
告
]

画
家
・
ロ
ー
チ
ャ
ン
由
理
子

〖
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
ー
伝
建
歳
時
記
ー
】

高
山
（
春
）
岐
阜
県

〖
遺
跡
を
楽
し
む
]

戦
争
を
語
り
つ
ぐ
逍
跡
「
南
風
原
陸
箪
病
院
培
群

j

言
文
化
庁
の
地
域
文
化
振
興
施
策
]

平
成
一
七
年
度
の
地
域
文
化
振
興
施
策

＝
国
語
研
究
の
最
先
雖
】

「
外
来
語
」
言
い
換
え
提
案

[
風
を
呼
ぼ
う
、
わ
が
町
に
＇
登
録
文
化
財
と
の
歩
み
'
'
]

首
帥
東
京
か
ら
の
文
化
の
発
信
出
会
い
・
交
流
・
文
化
財

[-X
化
カ
ニ
ュ
ー
ス
『

om関
西
関
西
元
気
文
化
回
の
取
組
】

第
一
回
京
都
の
さ
く
ら
市
民
の
集
い

[
国
宝
a

重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
】

さ
ま
ざ
ま
な
の
資
料
を
つ
き
あ
わ
せ
て

[
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
]

歌
舞
伎
大
道
具
（
背
娯
画
）
製
作
・
歌
判
伎
大
珀
雙
翌
甑
）
製
作
技
術
味
玄
―
―

口
曰
四
醗

．

．

 

「
文
化
の
多
様
性
」
は
、
現
在
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
今
年
の
「
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
て
は
、
イ
ラ
ク

て
も
文
化
多
様
性
条
約
の
策
定
の
謡
論
が
な
さ
れ
て
い
の
文
化
人
を
は
し
め
、
世
界
各
国
か
ら
、
さ
ま
さ
ま
な

ぐ
と
な
｛
二
て
シ
ャ
ン
ル
の
文
化
人
・
芸
術
家
に
参
加
い
た
だ
き
、
活

る
ほ
か
、
さ
ま
さ
ま
な
国
際
会
議
で
テ
ー
ー

い
る
、
非
席
に
鼠
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
発
な
議
諭
か
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
特
痕
て
は
、
座

す

。

駿

会

の

座

長

、

司

会

を

お

願

い

し

た

先

生

方

に

寄

稿

を

イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
紛
争
や
、
二
0

0
一
い
た
た
い
た
ほ
か
、
「
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
謡

年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
な
ど
、
民
族
、
宗
教
論
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

な
ど
の
違
い
を
背
景
に
も
っ
対
立
が
激
化
し
て
い
る
現
今
條
、
枇
界
の
各
地
で
、
文
化
の
相
互
理
解
が
進

在
に
お
い
て
、
文
化
の
相
互
理
解
、
対
活
が
大
き
な
窟
み
、
人
々
の
生
活
が
盟
か
で
平
和
な
も
の
へ
と
な
る
こ

味

を

も

つ

こ

と

て

し

ょ

う

。

と

ぇ

品

雪

て

い

ま

す

。

（

際

）
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文化庁では，ホームページで，文
I 

化庁に関する情報を幅広く提供し

ています。こ意見，文化庁月報の

感想などを，ホームページのご意

見欄へお寄せください。 1 
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